
る
。

名
誉
心

と

い
ふ
も

の
は
實

に
恐
ろ
し

い
力
を

以
つ

て
ゐ
る

も

の
で

あ

る
。

 
 
 
 

研
究
所
日
記

 

 

榎

の

人

 
 
 
 
 

二
月
八
日
月
曜
日
　
快
晴

雨
村
君
蠻
聲
を

は
り

上
げ
て
「

ソ
レ
達
人
は

大
觀
す
」

と
得
意

の
琵
琶
歌

を
う
な
り
出
す
、
爲
に
屋
内
震
動
せ
ん
ば
か
り
な
り
。

 
 
 
 
 

二
月
九
日
火
曜
日
 
曇
 
 
 
 
 
 
 

望
月
川
上
の
兩
君
ス
ケ
ツ
チ
箱
を

ヒ
ツ
か
つ
ぎ
三
脚
を

ヵ
タ
手
に
又
カ

タ

手
に
四
つ
切
の
畫
板
を

も
ち
室
内
用
の
大
な
る
畫
架
を
肩
に
か
け
、
辮
當

を
腰
に
ブ
ラ
さ
げ
寫
生
に
出
發

せ
し
は
振
つ

て
い
た
り
。

 
 
 
 
 
二
月
十
日
水
曜
日
 
晴

望

月
君
、
例
に
よ
つ
て
室
内
用
の
畫
架
を

持
ち
寫

生
に
行
か
ん
と
す
、
時

に
傍
に
あ
り
た

る
鈴
木
君
曰
く
「

ヨ
シ
給

へ
君
！

ソ
ン
ナ
大
き
な
畫
架
を

持

て
行
か
な
く

つ
て
も
い
ゝ
じ
や
な

い
か
、
若
し
忘
れ
て
き
た
な
ら
赤
城

サ

ン
に
で
も
か
り
て
や
ら
、
然
し
ブ
り
た
き
や
持
て
行
き
給

へ
」
と
、
さ

す
が
は
鈴
木
君
な
り
。

ナ
ン
ゾ

そ
の
言
の
皮
肉
な

る
。

 
 
 
 
 
二
月
十

一
日
木
曜
日
 
曇

紀
元
節
な
れ
ば
研
究
所
休
み
な
り
。
何
れ
の
石
膏
も
皆

ニ
コ
ヤ
カ
な
ら
ん

蓋
紀
元
節
並
に
憲
法
發

布
二
十
年
紀
念
を
祝

し

て
。

 
 
 
 
 

二
月
十
二
日
金
曜
　
曇
後
晴

河
合
先
生
ア

マ
リ
早
く
見
え
た
れ
ば
皆
大
に
狼
狽
す
、
洋
行
歸
り
の
岡
精

一
氏
參
觀

に
來
ら
る
。

 
 
 
 
 

二
月
十
三
日
土
曜
　
晴

清
水
君
曰
く
「
昨
日
は
地
震
が
、

い
つ
た
ね
」

と
、
叉
語
を

つ
い
で
曰
く

「
地
震
が
ユ
ク
ト

電
氣
の
玉
の
中
に
あ
る
針
金
が
一
番
よ
く
動
く
」
と
、
時

に
稀
代
の
シ
ャ

レ
男
た

る
鈴
木
錠
吉
君
曰
く
「

僕
の
家
の
電
氣
は
地
震
が

い
つ
て
も
動
か
な

い
」
と
皆
あ
や
し
ん
で
其

の
故
を
問
ふ
君
答

へ
て
曰
く

僕

の
家
の
電
氣
は
オ
ヤ
ジ
だ

も
の
」
と
、

思
は
ず
皆
を
し
て
腹
を
か
ゝ

へ

し
め
た
り
。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
十

四
日
日
曜

今
日
は
別
科
の
日
な
り
。
本
科
と
異
て
あ
た
か
も
火
の
消
え
た

る
が
如
く

靜
か
な
り
。

時

々
何
處

よ
り
か
筑
前
琵
琶
を
習
ふ
聲
聞
ゆ
。

 
 
 
 
 
紹

介

◎
彗
星
 
四
六
倍
判

六
十

四
頁
の
頗

る
威
勢
よ
き
月
刊
雜
誌
に
し
て
政
治

文
學
其
他
あ
ら
ゆ

る
方
面
に
向
ひ
て
縱
横
論
談
を
檀

に
せ
り
初
號
の
こ
と

ゝ
て
多
少
雜

駁
の
感
あ
れ
ど
案
を
拍

つ
の
文
字
も
少
な
か
ら
ず
諷
刺

的
漫

畫
も
ま
た
出
色
の
も
の
あ
り
（
毎
月
二
十
日
發

行

一
册
十

二
錢
、
束
京
府
下

田
端
彗
星
社
）

◎
水
彩
鳥
　

長
谷
川
利
行
氏
主

と
し
て
編
輯
せ

ら
る
ゝ

菊
判
十
六
面
の
小

册
子
に
し
て
和
歌
俳
句
及
美
文
を
滿
載
せ

り
、
（
一
册
發
行
費
六
錢
、
和
歌

山
縣
有
田
郡
廣
村
狛
方
水
彩
鳥
會
）


